
〈 む つ ご ろ 〉 平成23年9月30日1

目　　次

表紙　　
平成23年新春懇親会 ………………………………… ３
平成23年度定期総会 …………………………… ４～５
学生さんの感想 ……………………………………… ６
お知らせページ ……………………………………… ７
太良町紹介 …………………………………………… ８
県からのお知らせ／佐賀県観光情報 ……… 10～11
あの町・この町旬話題 ……………………… 12～ 17
母校を語る №4 黄城会 ………………………………18
ためになる佐賀弁講座 ……………………… 19～ 20
佐賀県よりのPR ………………………………………21
編集後記 ………………………………………………26

59
2011.9

有明海は日本一の干満の差を誇ります。この干満の差を利用した漁法の一つが「棚じぶ」です。
江戸時代後期から続く漁で、小屋から四つ手の網をおろし、暫くして網を引き上げて魚を捕ります。
写真は太良町から約3.5㎞離れた鹿島市七浦海岸です。
因みに、四つ手の網のことを「じぶ」といいます。

棚じぶ
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今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
福

岡
市
中
央
薬
院
に
あ
る
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
博
多
で
新
春
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
嘉
村
代
表
理
事
の
開

会
宣
言
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

「
寒
い
中
、
雨
も
降
ら
ず
、

こ
う
し
て
多
く
の
方
々
に
集

ま
っ
て
頂
き
、
日
頃
か
ら
の

皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

次
に
、
永
倉
会
長
よ
り
「
今

年
は
兎
年
な
の
で
、
ど
の
会

で
も
飛
躍
し
よ
う
と
い
う
気

合
の
入
っ
た
ご
挨
拶
が
多
い

様
で
す
。

そ
ん
な
中
で
こ
の
県
人
会
に

何
か
共
通
の
も
の
を
求
め
て

こ
の
よ
う
に
一
月
と
六
月
に

集
ま
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

初
め
の
頃
、
県
人
会
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
か
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
逆
に
皆
様
が
集

ま
る
場
と
し
て
、『
気
楽
に
県

人
会
に
行
こ
う
と
い
う
想
い

が
続
い
て
く
れ
る
こ
と
』
が
、

こ
の
会
の
大
き
な
役
目
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
と
、
毎
年
新
春
懇
親
会

に
は
、
佐
賀
県
、
そ
し
て
皆

様
の
ご
出
身
の
各
市
や
町
か

ら
い
ろ
い
ろ
の
景
品
を
ご
提

供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
関
係
の
方
に
お
逢
い

に
な
る
機
会
が
有
り
ま
し
た

ら
、
是
非
お
礼
を
お
伝
え
願

い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

今
日
は
ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご

し
下
さ
い
。」
と
い
う
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
鵜
池
副

会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で

や
っ
と
皆
様
く
つ
ろ
ぎ
、
そ

れ
ぞ
れ
名
刺
交
換
な
ど
精
力

的
に
交
流
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
企
業
か
ら
の
会

社
Ｐ
Ｒ
と
続
き
、
な
ご
み
具

合
も
ピ
ー
ク
へ
。

今
回
は
特
に
、
佐
賀
市
出
身

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
勝
田
友

彰
さ
ん
が
東
京
か
ら
自
費
で

参
加
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
声

を
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
井
浦
副
会
長
の
〆

の
ご
挨
拶
と
万
歳
三
唱
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

新
春
懇
親
会

新
春
懇
親
会

新
春
懇
親
会

新
春
懇
親
会

福
岡
市
佐
賀
県
人
会

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日　

於
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多

締めはやっぱり恒例の、さが・ふるさとの歌「栄の国から」で総踊りです。締めはやっぱり恒例の、さが・ふるさとの歌「栄の国から」で総踊りです。締めはやっぱり恒例の、さが・ふるさとの歌「栄の国から」で総踊りです。締めはやっぱり恒例の、さが・ふるさとの歌「栄の国から」で総踊りです。

永倉会長

勝田友彰さん（佐賀県出身のテノール歌手）
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ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様

＊佐賀県副知事　　　牟田　　香　様
＊福岡市副市長　　　山崎　一樹　様
＊佐賀市副市長　　　御厨　安守　様
＊玄海町長　　　㈹　古舘　保弘　様

＊佐賀新聞社社長　　　中尾清一郎　様
＊参議院議員　　　　　川崎　　稔　様

当日ご出席戴きましたご来賓の皆様をご紹介致します。（順不同）

　（代）は代理出席です。

田中　久也　福岡県議会議員
古川　　忠　福岡県議会議員
加地　邦雄　福岡県議会議員
南原　　茂　福岡市議会議員
飯盛　利康　福岡市議会議員
富永　周行　福岡市議会議員

◆ 参加相談役 ◆

◆ 学生さん ◆
九州産業大学　　8名
筑紫女学園大学　4名
福岡大学　　　　3名
九州共立大学　　3名
九州女子大学　　1名
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㈱ジェイ・エム・ディ設計

代表取締役社長　井上　福男
〒810-0054
福岡市中央区今川１丁目12番35号
E-mail:info@jmd-sekkei.com
URL http://www.jmd-sekkei.com 

建築設計監理 

県人会　会員の心得

①　堂々と、「佐賀県人」と名乗ろう。

②　買い物は、県人会の仲間から買おう。

③　協力して、会を盛り上げよう。



■期日　　平成２4年1月26日（木）6時から
■場所　　KKRホテル博多
　　　　　福岡市中央区薬院4-21-1
　　　　　TEL０９２－521－1433　FAX０９２－521－4881
■会費　　5,000円

◆お問合せ先　佐賀県人会事務局　TEL０９２－282－3721まで

平成２4年　福岡市佐賀県人会新春懇親会のご案内

皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加下さい！

御婚礼　宿泊　各種宴会　会議
堀こたつの個室と大宴会場（500名様迄）
福岡の中心地天神に近くショッピング・観光に便利！

四季の旬な会席料理を・・・・
　　日本料理「萌木」（092-521-1432)

〒810-0022　福岡市中央区薬院４丁目２１－１
TEL  092-521-1433　FAX 092-521-4881
ホームページ　http://www.kkr-hakata.com

福岡市佐賀県人会ゴルフ会

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

○第50回大会 3月22日 大博多C.C.
　参加者数　15名

優　　勝　　増　田　　　守
準 優 勝　　永　倉　遵五郎
第 三 位　　田　中　智恵美

優　　勝　　落　合　　良　太
準 優 勝　　田　中　　智恵美
第 三 位　　貞　方　　弘　道

○第51回大会 6月15日 大博多C.C　
　参加者数　17名

○第52回大会 9月14日 ザ・クイーンズヒルC.C.　9時52分スタート　TEL 092-324-5333
○第53回大会 11月予定

092-324

事務局移転のお知らせ
佐賀銀行さんのご厚意により実現いたしました。
下記の通り、佐賀銀行福岡本部ビル（佐賀銀行博多
支店の上）内に狭いながらも事務局を構えました。

新住所　〒812－0024 福岡市博多区綱場町 5－14
　　　　　　　　　　　 さぎん福岡ビル３Ｆ
新 TEL ０９２－２８２－３７２１
新 FAX ０９２－２８２－３７２６

ご来局の際は、
ご一報お願いします

地下鉄線  中洲川端駅より　徒歩４分
西鉄バス線  土居町・博多五町・中洲川端 
　　　 　　の各バス停より　徒歩３分

コ
コ
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TEL 092-963-2033
FAX 092-963-2034
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“ “ 太 良 町 太 良 町 ””
潮の満ち引きは「月の引力」
によって起こります。

太良町は、佐賀県の西
南部に位置する農林水産業を主

体とした、人口１万人の町です。
西には緑あふれる多良山系の峰々、東には

日本一の干満の差を誇る「有明海」をのぞみ、
豊かな自然が織り成す鮮やかな四季の彩りの中で、

その恩恵を受けながら歴史が刻まれてきた町です。
　太良町の魅力は、「有明海」の干満の差が約６ｍに
も及び、「月の引力」を体感できるところです。
　また有明海で水揚げされる「竹崎カニ」や「竹崎カキ」
などの海産物や、多良山系の豊かな自然と清らかな水
に育まれた「たらみかん」などの豊富な食材も魅力の
ひとつです。秋から冬にかけては、「竹崎カニ」や「竹
崎カキ」などをバーベキュー感覚で味わえる通称
「たらカキ焼海道」もオープンし、多くの観光客

で賑わいを見せています。
　一度「有明海」の潮の満ち引きを体

感できる「月の引力が見える太良
町」にお越しください。

月の引力が見える町

“ “ 太 良 町 太 良 町 ””

竹崎カニ 竹崎カキ たらみかん
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佐
賀
県
観
光
情
報
　
　

50
分　

 

２
千
円

休
館
日　
　

毎
月
第
３
水
曜
日

※
タ
オ
ル
、
石
鹸
等
は
各
自
持
参

【
問
】０
９
５
４
・
４
３
・
１
４
２
６

 

唐
津
う
ま
か
も
ん
市
場

～
こ
だ
わ
り
の
『
唐
津
産
』
を

あ
な
た
の
元
に
～

　

売
り
場
面
積
約
１
千
平
方
㍍
と

県
内
最
大
規
模
の
直
売
所
が
唐
津

市
久
里
の
西
九
州
道
の
側
に
オ
ー

プ
ン
。
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
や
焼

き
肉
等
が
味
わ
え
る
唐
津
の
食
材

を
扱
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
よ
っ
て

か
ん
ね
」（
11
時
〜
17
時
）も
併
設
。

〔
所
〕
唐
津
市
久
里
一
九
六
一
ー
二

営
業
時
間　

９
時
～
18
時

定
休
日　

月
１
回
（
不
定
期
）

【
問
】０
９
５
５
・
７
８
・
１
３
１
３

 

ま
ち
の
駅
と
す

～
買
っ
た
食
材
を
そ
の
場
で

„
い
た
だ
き
ま
す
＂
～

　

３
千
平
方
㍍
の
敷
地
に
７
棟
の

売
り
場
を
備
え
、
野
菜
、
鮮
魚
、

精
肉
、
加
工
品
を
一
同
に
販
売
す

る
施
設
が
、
鳥
栖
市
真
木
町
の
鳥

栖
筑
紫
野
道
路
沿
い
に
オ
ー
プ

ン
。
併
設
す
る
「
き
ゃ
ん
ぷ
亭
」

で
は
、
調
理
器
具
等
を
格
安
レ
ン

タ
ル
、そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

〔
所
〕
鳥
栖
市
真
木
町
一
五
一
三

営
業
時
間　

９
時
～
19
時

定
休
日　

無

【
問
】０
９
４
２
・
８
５
・
１
２
０
０

 

ダ
ム
の
駅「

し
ゃ
く
な
げ
の
里
」

～
富
士
町
の
山
の
幸
を
産
直
で
～

　

佐
賀
市
富
士
町
畑
瀬
の
県
道

３
２
３
号
線
沿
い
に
地
元
の
多
彩

な
農
産
物
を
扱
う
直
売
所
が
オ
ー

プ
ン
。
富
士
町
の
食
材
を
使
う
レ

ス
ト
ラ
ン
「
風
樹
（
ふ
～
じ
ゅ
）」

も
併
設
。
富
士
町
産
の
棚
田
米
が

お
好
き
な
量
だ
け
精
米
し
て
購
入

で
き
ま
す
。

〔
所
〕
佐
賀
市
富
士
町
畑
瀬
一
ー
三
一

営
業
時
間　

９
時
～
18
時

（
風
樹　

11
時
〜
16
時
）

定
休
日　

正
月
１
・
２
・
３
日

【
問
】０
９
５
２
・
５
８
・
３
２
０
０

 

呼
子
台
場
み
な
と
プ
ラ
ザ

～
呼
子
の
味
と
港
町
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
～

　

旧
壱
岐
フ
ェ
リ
ー
発
着
所
跡
に
、

直
売
所
、
食
事
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン

デ
ッ
キ
、
芝
生
広
場
を
備
え
た
施
設

が
オ
ー
プ
ン
。直
売
所「
大
漁
鮮
華（
せ

ん
か
）」
で
は
、
名
物
の
イ
カ
、
水

槽
を
泳
ぐ
魚
な
ど
地
元
の
新
鮮
な
魚

介
類
を
始
め
特
産
品
も
多
数
販
売
。

〔
所
〕
唐
津
市
呼
子
町
呼
子

一
七
四
〇
ー
一
一

営
業
時
間　

10
時
～
18
時

定
休
日　

無

【
問
】０
９
５
５
・
８
２
・
３
３
３
１

 

Ｊ
Ａ
産
直｢

う
ち
の
畑｣

～
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

農
畜
産
物
直
売
所
～

　

Ｊ
Ａ
さ
が
直
営
の
直
売
所
が

キ
ュ
ー
ピ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
鳥
栖
工

場
北
東
に
オ
ー
プ
ン
。
生
産
者
が

丹
精
込
め
て
作
っ
た
旬
の
味
覚
を

楽
し
め
ま
す
。
隣
に
は
焼
肉
レ
ス

ト
ラ
ン
「
季
楽
」
が
あ
り
、
直
売

所
の
野
菜
等
を
使
っ
た
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
ラ
ン
チ
も
提
供
。

〔
所
〕
鳥
栖
市
田
代
大
官
町

八
一
〇
ー
一

営
業
時
間　

９
時
～
18
時

定
休
日　

第
２
水
曜
日

【
問
】０
９
４
２
・
８
５
・
８
８
０
１

 

肥
前
通
仙
亭

～
魅
力
発
信
　
煎
茶
道
の
祖

「
売
茶
翁
」
と
佐
賀
の
工
芸
品
～

　

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館
が
あ
る
柳

町
界
隈
に
古
民
家
風
の
平
屋
建

て
（
敷
地
約
１
３
０
平
方
㍍
）
の

地
場
産
品
会
館
が
オ
ー
プ
ン
。
館

内
に
は
売
茶
翁
が
使
っ
た
茶
道
具

の
レ
プ
リ
カ
な
ど
50
点
が
展
示
さ

れ
、地
場
工
芸
品「
鍋
島
緞
通
」「
佐

賀
錦
」「
肥
前
名
尾
和
紙
」「
肥
前

ビ
ー
ド
ロ
」「
諸
富
家
具
」
の
展

示
の
他
、
煎
茶
が
体
験
で
き
る
喫

茶
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
情
報

発
信
中
。「
肥
前
通
仙
亭
」
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

〔
所
〕
佐
賀
市
松
原
四
ー
六
ー
一
八

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
、祝
日
の
翌
日
、

　
　
　
　

年
末
年
始

【
問
】０
９
５
２
・
９
７
・
７
３
７
７ 

ご
紹
介
し
ま
す
!!

初
お
目
見
え
観
光
ス
ポ
ッ
ト

（
平
成
22
年
４
月
以
降
新
設
）

 

シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯

～
大
正
ロ
マ
ン
風
の

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
物
を
再
現
～

　

市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
温

泉
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
「
古
湯
」
が
老
朽
化
等
の
た
め

閉
鎖
さ
れ
て
14
年
、
市
民
の
要
望

に
応
え
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
洒
落
た

建
物
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
約

７
５
０
平
方
㍍
の
敷
地
に
木
造
の

２
階
建
て
、
館
内
は
白
と
グ
リ
ー

ン
の
爽
や
か
な
内
装
で
、
男
女
の

大
浴
場
、
貸
切
湯
５
室
、
無
料
休

憩
室
、市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
備
え
、

車
イ
ス
で
の
利
用
も
可
能
な
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
で
ど
な
た
で
も
楽

し
む
事
が
で
き
ま
す
。

〔
所
〕
嬉
野
市
嬉
野
町
下
宿
乙

八
一
八
ー
二

開
館
時
間　

６
時
～
23
時

（
受
付
22
時
30
分
ま
で
）

入
浴
料(

大
浴
場)

　

中
学
生
以
上
４
０
０
円

　

小
学
生　
　

 

２
０
０
円

(

貸
切
湯)(

５
人
ま
で)
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「
新
有
田
郷
図
　
内
山
編
」

完
成
し
ま
し
た
！

２
０
０
９
年
11
月
か
ら
本
格
的
な

活
動
を
始
め
た
「
１
５
０
年
前
の
有

田
皿
山
ば
歩
こ
う
隊
」
で
は
、
こ
の

ほ
ど
１
年
目
の
活
動
を
終
え
、「
新
有

田
郷
図　

内
山
編
」
が
完
成
し
た
。

歩
こ
う
隊
が
企
画
さ
れ
た
き
っ
か

け
は
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）

に
書
か
れ
た
有
田
の
古
地
図
の
存
在

で
あ
る
。
地
図
の
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
が
、
よ
く
見
る
と
、
こ
れ

を
持
っ
て
今
の
有
田
の
町
の
中
が
歩

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど

精
巧
に
書
か
れ
て
い
た
。
２
０
０
９

年
は
地
図
が
書
か
れ
て
か
ら
１
５
０

年
。
ち
ょ
う
ど
区
切
り
が
い
い
と
い

う
事
に
な
り
、
当
時
発
足
し
た
ば
か

り
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ア
リ
タ
ガ
イ
ド

ク
ラ
ブ
」
と
の
共
催
企
画
と
な
っ
た
。

「
歩
こ
う
隊
」
に
は
、
町
内
外
の

小
学
生
か
ら
80
代
の
方
ま
で
、
60
数

名
の
参
加
を
得
た
。
歩
く
こ
と
で

１
５
０
年
前
に
は
あ
っ
た
が
、
現
在

は
な
い
道
や
川
、
神
社
や
窯
跡
な
ど

を
確
認
し
、
地
図
に
落
と
し
て
い
く

作
業
が
続
き
、
つ
い
に
完
成
に
至
っ

た
。参

加
者
か
ら
は
「
長
年
有
田
に
住

ん
で
い
た
け
れ
ど
、
初
め
て
来
た
」

と
か
、
有
田
焼
に
功
績
の
あ
っ
た
人

物
の
墓
地
が
荒
れ
て
い
る
の
を
見
て

「
次
回
は
掃
除
を
し
て
き
れ
い
に
し
よ

う
」な
ど
、様
々
な
感
想
が
聞
か
れ
た
。

こ
の
新
し
い
地
図
が
、
有
田
観
光

の
道
し
る
べ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
事

が
望
ま
れ
る
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
は
０
９
５
５
︱

４
３
︱
２
６
７
８
「
有
田
町
歴
史
民

俗
資
料
館
」
へ
。

❖
佐
賀
新
聞
２
０
１
１
年
１
月
９
日

地
元
出
身
、
森
永
製
菓
創
業
者
の

物
語
が
完
成

大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
森
永
製
菓
」

の
創
業
者
で
、
伊
万
里
出
身
の
森
永

太
一
郎
の
功
績
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
顕
彰
会
（
前
田
英
宣
会
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど
、
人
物
伝
「
森
永
太
一
郎

物
語
」
を
製
作
し
た
。
焼
き
物
問
屋

の
奉
公
人
か
ら
身
を
起
こ
し
、「
菓
子

王
」
と
呼
ば
れ
た
郷
土
の
偉
人
の
生

涯
を
紹
介
し
て
い
る
。

森
永
は
１
８
６
５
年
、
伊
万
里
焼

の
問
屋
に
生
ま
れ
た
。
６
歳
の
時
に

父
親
を
亡
く
し
た
た
め
、
働
き
な
が

ら
商
売
を
覚
え
、
24
歳
で
単
身
渡
米
。

米
国
で
の
商
売
は
失
敗
す
る
も
洋
菓

子
の
製
造
を
学
び
、
帰
国
後
、
東
京

で
洋
菓
子
店
を
開
店
。エ
ン
ゼ
ル
マ
ー

ク
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
、

明
治
時
代
に
珍
し
か
っ
た
洋
菓
子
を

日
本
に
広
め
た
。

同
物
語
は
全
８
ペ
ー
ジ
で
、
表
紙

に
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
市
内
に
あ
る
森
永
ゆ
か

り
の
場
所
も
掲
載
。「
終
始
一
貫
」
を

座
右
の
銘
に
、
商
売
に
打
ち
込
み
、

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
尽
力
し
た
森

永
の
波
乱
万
丈
（
は
ら
ん
ば
ん
じ
ょ

う
）
の
人
生
を
、
挿
絵
を
交
え
な
が

ら
紹
介
し
て
い
る
。

前
田
会
長
は
「
何
事
も
諦
め
な
い

と
い
う
姿
勢
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
す
。
同
会
は
市
内
の
小
学
校
に

６
３
０
冊
を
寄
贈
。
県
内
の
公
立
図

書
館
に
も
置
い
て
い
る
。

❖
佐
賀
新
聞
よ
り
２
０
１
１
年
５
月

29
日
更
新

温
泉
水
で
発
電
事
業

実
用
化
へ
着
手

嬉
野
市
は
、
温
泉
水
の
熱
を
活
用

し
た
発
電
事
業
の
実
用
化
に
取
り
組

む
。
高
温
の
源
泉
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
し
、
沸
点
が
低
い
ア
ン
モ
ニ

ア
水
の
蒸
気
を
起
こ
し
て
発
電
用

タ
ー
ビ
ン
を
回
す
仕
組
み
。
上
原
春

男
元
佐
賀
大
学
長
が
考
案
し
た
海
洋

温
度
差
発
電
の
応
用
形
で
、
上
原
氏

と
共
同
で
事
業
化
に
取
り
組
む
。
調

査
費
４
０
０
万
円
を
９
月
定
例
議
会

に
提
案
す
る
。

嬉
野
温
泉
の
源
泉
は
平
均
温
度
約

80
度
と
高
温
で
、
入
浴
用
に
約
50
度

に
下
げ
て
い
る
。
冷
ま
す
際
に
発
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す
こ
と
に

着
目
し
、
低
温
で
蒸
気
に
な
る
ア
ン

モ
ニ
ア
水
を
温
泉
水
の
熱
で
蒸
気
に

し
て
、
そ
の
圧
力
で
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
す
る
。
35
度
程
度
の
排
水

も
利
用
す
る
ほ
か
、
温
泉
成
分
か
ら

リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル
を
抽

出
す
る
構
想
も
あ
る
と
い
う
。

現
段
階
で
は
熱
効
率
な
ど
の
技
術

的
課
題
や
採
算
性
な
ど
の
問
題
も
あ

る
が
、
温
泉
の
水
量
や
利
用
実
態
の

調
査
か
ら
プ
ラ
ン
ト
設
置
な
ど
の
事

業
計
画
を
可
能
な
限
り
具
体
化
し
て

い
く
。
本
年
度
中
に
計
画
案
を
ま
と

め
て
国
な
ど
に
提
出
、
特
別
交
付
税

や
各
種
補
助
事
業
を
活
用
す
る
考
え
。

発
電
し
た
電
力
は
観
光
農
園
へ
の

活
用
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

谷
口
太
一
郎
市
長
は
「
人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
球
環
境
へ
の
貢
献
策
と

し
て
考
え
た
」
と
期
待
す
る
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
０
年
８
月
31
日
更
新

ご
当
地
グ
ル
メ

「
た
ろ
め
ん
」
復
活
！

う
ど
ん
麺
と
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
風
の
具

材
を
使
い
、
炭
鉱
マ
ン
に
愛
さ
れ
た

「
た
ろ
め
ん
」
の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
む
大
町
町
で
、
２
０
１
０
年
11

　
◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
　

有田町

人口 男10,146人 女11,517人

◦今昔地図完成

１５０年前の古地図

嬉野市

人口 男13,583人 女15,429人

◦温泉水で発電事業

嬉野温泉の源泉の一つ
　嬉野市嬉野町

大町町

人口 男3,502人 女4,091人

◦ご当地グルメ
「たろめん」復活

家族庵の「たろめん」

伊万里市

人口 男27,775人 女30,293人

◦森永太一郎物語

顕彰会の
前田会長

「新有田郷図　内山編」と「覚書　其ノ壱」
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月
８
日
夜
、
関
係
者
ら
に
よ
る
試
食

会
が
あ
っ
た
。

12
月
の
商
品
化
へ
向
け
、
町
内
の

飲
食
店
が
再
現
し
た
懐
か
し
の
味
を
、

約
50
名
が
味
わ
っ
た
。

試
食
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
大
町
町
商
工
会
の
藤
瀬
正
男

会
長
が
「
た
ろ
め
ん
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨

拶
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
地
元
の
飲
食

店
10
店
が
参
加
。
平
成
12
年
に
閉
店

し
た
「
た
ろ
め
ん
食
堂
」
の
オ
ー
ナ
ー

山
本
三
國
氏
（
84
）
の
指
導
の
も
と
、

ス
ー
プ
作
り
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
日
出
さ
れ
た
た
ろ
め
ん
に
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
玉
ね
ぎ
、
エ
ビ
、
キ
ク

ラ
ゲ
な
ど
の
具
材
が
入
り
、
ス
ー
プ

は
生
姜
風
味
。
参
加
者
は
あ
っ
さ
り

と
こ
っ
て
り
が
混
在
す
る
独
特
の
ご

当
地
グ
ル
メ
を
堪
能
し
、「
ス
ー
プ
が

美
味
し
い
」「
野
菜
、
海
産
物
と
具
材

の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
」
な
ど
と
感
想

を
述
べ
た
。

２
０
１
１
年
８
月
現
在
、「
家
族

庵
」「
ひ
じ
り
の
里
」
な
ど
８
店
舗
の

メ
ニ
ュ
ー
に
登
場
。

新
名
物
「
マ
ジ
ェ
ン
バ
」

販
売
ス
タ
ー
ト

小
城
市
が
新
名
物
に
し
よ
う
と
開

発
し
た
混
ぜ
麺
料
理
「
マ
ジ
ェ
ン
バ
」

の
販
売
が
１
日
、
市
内
外
の
18
店
舗

で
始
ま
っ
た
。
小
城
市
役
所
牛
津
庁

舎
前
で
は
＂出
陣
式＂
が
あ
り
、
提
供

す
る
飲
食
店
や
商
工
会
関
係
者
ら
約

50
人
が
、
食
に
よ
る
魅
力
発
信
に
意

欲
を
燃
や
し
た
。

式
で
は
、古
川
敏
春
副
市
長
が
「
食

を
通
し
た
地
域
づ
く
り
を
期
待
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
飲
食
店
を
代

表
し
て
「
の
だ
萬
」
の
野
田
栄
治
代

表
が
「
マ
ジ
ェ
ン
バ
を
日
本
中
に
広

め
る
意
気
込
み
で
頑
張
り
た
い
」
と

決
意
表
明
し
、
参
加
者
全
員
で
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
し
た
。

マ
ジ
ェ
ン
バ
は
市
内
産
の
食
材
を

使
っ
た
混
ぜ
麺
料
理
。特
製
の
マ
ジ
ェ

ン
バ
の
た
れ
を
使
う
の
が
特
徴
。
問

い
合
わ
せ
は
同
市
観
光
協
会
、

◦
電
話
０
９
５
２
（
７
２
）
７
４
２
３

へ
。（
瀬
戸
健
太
郎
）

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
１
年
７
月
２
日
更
新

多
良
岳
オ
レ
ン
ジ
海
道
が
開
通
　

鹿
島
市
～
長
崎
県
境
17
キ
ロ

鹿
島
市
浜
町
か
ら
長
崎
県
境
ま
で
を

結
ぶ
広
域
県
道
「
多
良
岳
オ
レ
ン
ジ
海

道
」（
総
延
長
１
７・４
キ
ロ
）
が
５
日
、

全
線
開
通
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
開
か
れ
、

参
加
者
は
沿
道
に
広
が
る
ミ
カ
ン
畑
や

有
明
海
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
農
道

を
歩
い
て
完
成
を
祝
っ
た
。

開
通
式
に
は
約
１
５
０
人
が
参
加
。

樋
口
久
俊
・
鹿
島
市
長
が
「
農
業
の

振
興
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

古
川
康
知
事
ら
８
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
た
。
地
元
住
民
が
面
浮
立
や
エ

イ
サ
ー
を
披
露
し
、松
本
悟
さ
ん
（
鹿

島
市
）
と
竹
下
敏
行
さ
ん
（
太
良
町
）

の
家
族
計
14
人
が
西
葉
大
橋
（
さ
え

お
お
は
し
）
で
渡
り
初
め
を
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
佐
賀
県
内
外

か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
。
Ｊ
Ｒ
多

良
駅
を
出
発
し
、
幅
員
８
メ
ー
ト
ル

の
２
車
道
を
歩
い
た
。
鹿
島
市
浜
町

ま
で
歩
い
た
地
元
の
男
性
は
「
車
が

通
行
す
る
前
に
渡
れ
て
貴
重
な
体
験

に
な
っ
た
。
景
色
が
良
く
、
気
持
ち

良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

広
域
農
道
は
、
諫
早
市
内
ま
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。
直
線
区
間
が
多
く

走
行
し
や
す
い
た
め
、
海
岸
沿
い
を

走
る
国
道
２
０
７
号
の
交
通
量
分
散

効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

❖
佐
賀
新
聞　

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

よ
り
２
０
１
１
年
３
月
５
日
更
新

ア
ッ
プ
ル
マ
ン
ゴ
ー

収
穫
始
ま
る

上
峰
町
の
吉
田
豊
さ
ん
（
64
）
方

の
農
園
で
、
約
10
年
前
か
ら
栽
培
を

続
け
る
ア
ッ
プ
ル
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫

が
始
ま
っ
た
。
リ
ン
ゴ
の
よ
う
に
赤

く
染
ま
っ
て
落
果
し
、
ネ
ッ
ト
に
収

ま
っ
た
完
熟
果
実
が
ほ
の
か
に
甘
い

匂
い
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
収
穫
は
８

月
上
旬
ま
で
。

千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
内
に
並
べ
る
２
０
０
鉢
で
育
て

て
い
る
。
一
鉢
で
約
25
個
ほ
ど
収
穫

で
き
る
と
い
う
。
暖
房
費
の
高
騰
で
、

今
年
は
意
図
的
に
栽
培
を
遅
ら
せ
た

が
、口
当
た
り
の
良
い
甘
い
マ
ン
ゴ
ー

が
育
っ
た
。

６
月
に
は
太
良
町
や
鹿
島
市
の
マ

ン
ゴ
ー
農
家
３
軒
と
「
県
マ
ン
ゴ
ー

研
究
会
」
と
い
う
任
意
の
グ
ル
ー
プ

を
結
成
、
県
内
で
数
少
な
い
農
家
同

士
の
交
流
を
始
め
た
。
吉
田
さ
ん
は

「
採
算
性
を
高
め
て
佐
賀
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
育
て
る
た
め
に
情
報
交
換
し

て
い
け
れ
ば
」
と
話
す
。

町
役
場
近
く
の
販
売
所
で
、
１
キ

ロ
（
３
個
ほ
ど
）
６
千
円
、
重
量
換

算
で
バ
ラ
売
り
も
し
て
い
る
。
果
肉

入
り
で
マ
ン
ゴ
ー
ソ
ー
ス
の
か
か
っ

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
（
３
０
０
円
）

も
販
売
。

◦
問
い
合
わ
せ
は
０
９
５
２
（
５
２
）

６
３
６
５
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
７
月
10
日
更
新

「マジェンバ」の出陣式＝
小城市役所牛津庁舎

開通式の様子

鹿島市

人口 男14,876人 女16,788人

◦太良岳オレンジ海道開通

右に見えるのは「有明海」です

上峰町

人口 男4,493人 女4,874人

◦完熟アップルマンゴーはいかが！

完熟した
アップルマ
ンゴーを収
穫する吉田
豊さん＝上
峰町の吉田
農園

小城市

人口 男22,010人 女24,505人

◦混ぜ麺「マジェンバ」登場！

この「のぼり」を目印に！
「ひじりの里」店長　藤瀬氏
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唐津市

人口 男61,811人 女69,250人

◦「唐ワンカリー」PR

唐津ご当地グルメ研究会のメンバー
唐津市新興町の檸檬樹

各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル「
唐
ワ
ン
カ
リ
ー
」

ご
当
地
名
物
へ
Ｐ
Ｒ

唐
津
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て

カ
レ
ー
を
売
り
出
そ
う
と
17
日
、
市

内
の
飲
食
店
に
統
一
の
の
ぼ
り
な
ど

を
掲
げ
る
「
唐
ワ
ン
伽
哩
（
カ
リ
ー
）」

発
信
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
地
場

産
の
食
材
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
カ

レ
ー
を
各
店
で
考
案
し
て
も
ら
い
、

新
た
な
観
光
の
起
爆
剤
に
す
る
。

取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
、
市
内

の
ま
ち
お
こ
し
団
体
関
係
者
や
若
手

市
職
員
ら
で
つ
く
る
唐
津
ご
当
地
グ

ル
メ
研
究
会
（
篠
原
宏
司
会
長
、
18

人
）。佐賀

県
は
１
世
帯
の
カ
レ
ー
ル
ウ

消
費
量
が
年
間
２
１
１
７
グ
ラ
ム
で

全
国
１
位
（
２
０
０
８
年
、
総
務
省

家
計
調
査
）。
唐
津
に
は
稲
作
発
祥
の

菜
畑
遺
跡
も
あ
り
、
日
本
で
初
め
て

カ
レ
ー
を
食
べ
た
と
さ
れ
る
明
治
の

教
育
者
・
山
川
健
次
郎
（
１
８
５
４

～
１
９
３
１
）
は
唐
津
出
身
の
建
築

家
・
辰
野
金
吾
の
義
弟
と
い
う
＂縁
＂

も
あ
る
。

こ
う
し
た
唐
津
と
カ
レ
ー
の
深
い

縁
を
生
か
し
、
昨
今
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

人
気
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
カ
レ
ー
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る

加
盟
店
を
募
集
。
３
千
円
の
登
録
料

を
払
え
ば
、
の
ぼ
り
と
卓
上
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、

事
業
の
趣
旨
を
紹
介
し
た
紙
製
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
が
販
促
グ
ッ
ズ
と
し

て
提
供
さ
れ
る
。

こ
の
日
は
同
市
新
興
町
の
「
檸
檬

樹
（
れ
も
ん
じ
ゅ
）」
で
第
１
号
を
発

売
開
始
。
パ
ン
を
器
に
し
た
カ
レ
ー

ド
リ
ア（
８
０
０
円
）で
、焼
き
カ
レ
ー

や
キ
ー
マ
カ
レ
ー
、
カ
レ
ー
パ
ン
な

ど
一
度
に
多
彩
な
味
わ
い
が
楽
し
め

る
。
店
主
の
増
本
一
夫
さ
ん
（
58
）

は
「
唐
津
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
。

う
ち
の
料
理
が
地
域
活
性
化
に
役
立

て
ば
」
と
話
す
。

◦
事
業
の
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

０
９
５
５
（
７
０
）
０
３
０
３
へ
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
３
月
17
日
更
新

筋
ジ
ス
発
覚
も
充
実
の
人
生
　

執
行
さ
ん
　
自
伝
出
版

神
埼
市
神
埼
町
の
執
行
一
海
さ
ん

（
61
）
が
、
自
伝
「
私
の
年
輪
」（
宮

木
印
刷
）
を
出
版
し
た
。
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
患
い
な
が
ら
も
、
仕
事

や
趣
味
に
打
ち
込
ん
で
き
た
日
々
を

回
想
。
昔
懐
か
し
い
神
埼
の
風
景
や

困
難
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
き
た
家

族
、
友
人
と
の
絆
を
描
い
て
い
る
。

小
学
５
年
の
と
き
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
診
断
さ
れ
、
39
歳
か
ら

車
い
す
生
活
を
送
る
執
行
さ
ん
。

２
０
０
８
年
春
、
心
不
全
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
集
中
治
療
室
）
に
入
る
な
ど
次
々
に

大
病
を
患
っ
た
。「
こ
の
状
態
が
続
く

と
命
が
危
な
い
」。
こ
れ
ま
で
の
こ
と

を
書
き
残
し
た
い
と
、
昨
年
３
月
か

ら
執
筆
を
始
め
た
。

わ
ら
ぶ
き
屋
根
の
ふ
き
替
え
、
葛
根

掘
り
、
脊
振
町
の
倉
谷
地
区
か
ら
小
学

校
の
あ
る
広
滝
ま
で
ひ
と
山
越
え
る
登

下
校
…
。「
自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
た

幼
少
の
こ
ろ
が
一
番
鮮
明
」
と
い
い
、

友
人
や
近
隣
の
人
に
助
け
ら
れ
病
気
を

苦
に
せ
ず
過
ご
し
た
中
学
、
高
校
時
代

を
情
景
豊
か
に
描
い
た
。

大
阪
の
会
社
に
就
職
し
て
ド
ラ
イ

ブ
や
外
食
を
楽
し
ん
だ
初
め
て
の
社

会
人
生
活
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の
長

崎
で
の
日
々
も
。
若
年
性
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
妻
、
千
津
代
さ
ん
と
の
出

会
い
も
つ
づ
っ
た
。

「
家
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
が
リ
ハ
ビ

リ
」と
、千
津
代
さ
ん
と
協
力
し
合
う
。

「
こ
ん
な
生
き
方
も
あ
る
と
知
っ
て
も

ら
い
、
元
気
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
。

懐
か
し
い
神
埼
の
風
景
も
楽
し
ん
で
」

と
話
す
。

Ａ
５
判
１
８
９
ペ
ー
ジ
、
税
込
み

千
円
。
積
文
館
佐
賀
デ
イ
ト
ス
店（
佐

賀
市
）、
杉
山
書
店
（
神
埼
市
）
な
ど

で
扱
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
は
同
印
刷
、
電
話

０
９
５
２
（
３
１
）
０
７
４
２

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
１
年
６
月
２
日
更
新

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、

町
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

名
前
は
「
き
や
ま
ん
」
で
す
！

「
き
や
ま
ん
」
は
基
山
町
の
豊
か

な
自
然
と
基
肄
城
を
守
る
防
人
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
基
山
・
秋
光
川

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
ま
た
町
の
花
つ

つ
じ
が
あ
し
ら
わ
れ
た
兜
を
か
ぶ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
に
ま
と
う
鎧

の
中
央
に
は
基
山
町
や
基
肄
城
を
連

想
さ
せ
る
基
の
文
字
デ
ザ
イ
ン
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
公
募
に
よ
り

１
３
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
平
成
22

年
12
月
12
日
の
基
山
町
ふ
・
れ
・
あ
・

い
フ
ェ
ス
タ
の
日
か
ら
一
般
投
票
を

開
始
し
、
得
票
数
が
上
位
の
作
品
10

点
に
絞
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
民

５
名
と
町
長
か
ら
成
る
選
定
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
協
議
の
結
果
、
基
山

町
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
作
品

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
き
や
ま
ん
」
は
今
後
、
役
場
か
ら

発
送
す
る
封
筒
や
発
行
す
る
印
刷
物

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
に
登
場

し
、基
山
町
の
名
所
や
特
徴
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

薬
草
研
究
所
が
オ
ー
プ
ン

国
内
初
の
研
究
拠
点
に

佐
賀
県
東
松
浦
郡
玄
海
町
が
九
州

大
学
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
建
設
を
進
め
て
き
た
薬
用
植
物
栽

培
研
究
所
が
完
成
、
22
日
に
開
所
式

が
行
わ
れ
た
。
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
漢
方
薬
原
料
の
国
産
化
を
目
指
す

国
内
初
の
本
格
的
な
研
究
拠
点
。
地

域
の
新
た
な
産
業
創
出
に
も
期
待
が

か
か
る
。

研
究
所
は
国
内
で
自
生
し
て
い
な

い
漢
方
薬
の
原
料
「
甘
草
（
か
ん
ぞ

う
）」
の
栽
培
技
術
確
立
に
向
け
、
九

大
の
薬
学
院
と
工
学
研
究
院
が
土
壌

や
気
象
条
件
な
ど
の
実
証
実
験
を
行

う
。
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
漢
方

薬
の
約
７
割
に
配
合
さ
れ
る
甘
草
だ

が
、
主
な
輸
入
先
の
中
国
で
は
乱
獲

に
よ
る
枯
渇
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

安
定
的
な
国
内
自
給
と
品
質
向
上
を

目
指
す
。

玄
海
町
今
村
の
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
南
に
あ
る
約
１
万
８
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
温
室
な
ど
計
11

基山町

人口 男8,578人 女9,374人

◦きやまん誕生

基山町をPRするよ！

玄海町

人口 男3,254人 女3,296人

◦「薬草研究所」オープン

薬草研究所

神埼市

人口 男16,029人 女17,514人

◦筋ジス発覚も充実の人生

執行一海さん（左）と妻千津代さん
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棟
を
備
え
る
。
こ
の
う
ち
、
甘
草
の
土

壌
研
究
な
ど
を
行
う
施
設
と
、
苗
の
培

養
な
ど
を
行
う
温
室
が
各
３
棟
。
そ
れ

以
外
の
薬
草
を
扱
う
温
室
が
５
棟
、
見

学
者
用
の
遊
歩
道
を
備
え
た
露
地
栽
培

の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
約
１
５
０
種
の

薬
草
・
薬
木
を
育
て
る
。

総
事
業
費
は
約
１
１
億
８
千
万
円
。

う
ち
約
７
億
６
千
万
円
は
玄
海
原
発
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
受
け
入
れ
に
伴
う
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
と
、
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
を
充
て
た
。
町
と
九
大

は
２
０
０
８
年
度
か
ら
５
年
間
の
協
定

を
結
び
、
研
究
を
進
め
て
き
た
。

開
所
式
に
は
甘
草
の
種
子
を
提
供
し

た
モ
ン
ゴ
ル
の
研
究
機
関
な
ど
か
ら
関

係
者
約
60
人
が
出
席
。
岸
本
英
雄
町
長

は
「
健
康
を
通
じ
た
地
域
浮
揚
を
目
指

す
施
設
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
記

念
植
樹
な
ど
で
完
成
を
祝
っ
た
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
５
月
25
日
更
新

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

「
が
ば
い
余
暇
ク
ラ
ブ
」
発
足

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
が
ば
い
余
暇

ク
ラ
ブ
」
が
、
江
北
町
で
発
足
し
た
。

手
始
め
と
し
て
４
月
か
ら
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
な
ど
四
つ
の
サ
ー
ク
ル

を
始
め
る
予
定
で
、
健
康
づ
く
り
や

世
代
間
交
流
に
つ
な
げ
る
。

ク
ラ
ブ
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
入
会
で
き
、
年
会
費
は
小
中
学
生

千
円
、
高
校
生
以
上
２
千
円
。
４
月

か
ら
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
フ
ッ
ト

サ
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ヨ
ガ
の
４
サ
ー

ク
ル
を
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ネ
イ
ブ
ル
」
な
ど
で
展
開
す
る
。

ネ
イ
ブ
ル
で
あ
っ
た
設
立
総
会
で

は
田
中
源
一
町
長
ら
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
め
る

ク
ラ
ブ
に
し
て
」
と
あ
い
さ
つ
。
規

約
や
事
業
計
画
な
ど
を
確
認
し
た
。

ク
ラ
ブ
は
、
町
の
体
育
指
導
委

員
会
な
ど
が
設
立
準
備
を
進
め
、

２
０
０
９
、１
０
年
度
は
ミ
ニ
テ
ニ

ス
や
ヨ
ガ
な
ど
の
教
室
を
試
験
的
に

行
っ
た
。
文
化
に
親
し
む
こ
と
も
目

標
で
、
将
来
的
に
は
畑
や
庭
づ
く
り
、

料
理
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
活
動
も

視
野
に
入
れ
る
。
渕
上
正
昭
会
長

（
58
）
は
「
健
康
、
仲
間
、
生
き
が
い

づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
徐
々
に
ク

ラ
ブ
の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
話
す
。

１
人
で
複
数
の
種
目
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
る
が
、
サ
ー
ク
ル
ご
と
に

年
間
活
動
費
と
保
険
料
が
必
要
。

◦
問
い
合
わ
せ
は
ネ
イ
ブ
ル
、
電

話
０
９
５
２
（
７
１
）
６
３
２
１
へ
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
１
年
３
月
５
日
更
新

コ
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ
開
店

街
中
の
に
ぎ
わ
い
目
指
す

佐
賀
市
中
心
部
に
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
そ
う
と
、
同
市
松
原
２
丁
目
の

空
き
地
に
、
図
書
館
や
カ
フ
ェ
を
設

け
た
コ
ン
テ
ナ
と
芝
生
広
場
が
11
日
、

オ
ー
プ
ン
し
た
。
佐
賀
市
が
支
援
す

る
社
会
実
験
で
、
施
設
は
来
年
１
月

末
ま
で
だ
れ
で
も
活
用
で
き
る
。

場
所
は
松
原
川
の
親
水
歩
道
沿
い

の
親
和
銀
行
跡
地
（
約
６
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
）。
芝
を
張
り
、
建
設
費
が

安
い
コ
ン
テ
ナ
６
個
を
連
結
し
て
図

書
館
と
カ
フ
ェ
（
約
88
平
方
メ
ー
ト

ル
）
に
し
た
。
絵
本
や
雑
誌
な
ど
約

３
０
０
冊
を
そ
ろ
え
、
休
憩
用
の
い

す
60
席
や
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
日
は
激
し
い
雨
と
な
り
、
来
場

者
で
巨
大
な
絵
を
か
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
中
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
か
ら

親
子
連
れ
ら
が
来
場
。
オ
ー
プ
ン
デ
ッ

キ
で
金
魚
す
く
い
を
楽
し
ん
だ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

雑
誌
を
見
た
り
し
て
い
た
。
４
歳
の
男

の
子
を
連
れ
た
近
く
の
主
婦
（
34
）
は

「
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
。
晴
れ
た
日
に

弁
当
を
持
っ
て
散
歩
が
て
ら
来
て
み
た

い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

主
催
す
る
「
佐
賀
市
街
な
か
再
生

会
議
」
の
一
員
で
施
設
を
設
計
し
た

建
築
家
・
西
村
浩
さ
ん
は
「
多
く
の

人
に
自
由
に
、
積
極
的
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
。
そ
れ
が
地
域
再
生
に
つ

な
が
る
」
と
話
し
て
い
た
。

施
設
利
用
は
午
前
10
時
︱
午
後
７

時
（
無
休
）。

◦
問
い
合
わ
せ
は
ユ
マ
ニ
テ
さ
が
、

０
９
５
２
（
２
２
）
７
３
４
０
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
１
年
６
月
20
日
更
新

南
北
朝
期
の
「
吉
祥
天
曼
荼
羅
」

玉
泉
坊
で
復
元
　

白
石
町
の
稲
佐
山
玉
泉
坊
（
稲
佐

英
明
住
職
）
が
、
約
６
５
０
年
前
の

南
北
朝
時
代
に
描
か
れ
た
「
吉
祥
天

曼
荼
羅
（
ま
ん
だ
ら
）」（
町
文
化
財
）

を
修
復
し
た
。
中
世
に
吉
祥
天
を
描

い
た
曼
荼
羅
は
国
内
で
も
珍
し
く
、

24
日
午
前
９
時
か
ら
同
11
時
半
ま
で

白
石
町
役
場
１
階
で
一
般
公
開
す
る
。

吉
祥
天
は
五
穀
豊
穣
（
ご
こ
く
ほ

う
じ
ょ
う
）
を
も
た
ら
す
と
し
て
仏

教
で
信
仰
を
集
め
る
。
修
復
さ
れ
た

曼
荼
羅
は
縦
85
セ
ン
チ
、
幅
33
セ
ン

チ
。
中
央
に
吉
祥
天
を
配
し
、
梵
天

（
ぼ
ん
て
ん
）
と
帝
釈
天
（
た
い
し
ゃ

く
て
ん
）、
四
天
王
を
従
え
る
。
頭
上

で
白
象
が
鼻
か
ら
七
宝
を
そ
そ
い
で

富
を
も
た
ら
す
構
図
で
、
経
典
の
記

述
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

稲
佐
山
泰
平
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
が
、
人
手
に
渡
っ
て
い
た
の
を
玉

泉
坊
の
先
々
代
住
職
が
買
い
戻
し
た

と
い
う
。
表
層
が
破
れ
損
傷
が
激
し

か
っ
た
た
め
、
公
益
財
団
法
人
「
住

友
財
団
」
の
文
化
財
維
持
・
修
復
事

業
と
町
の
補
助
を
受
け
て
修
復
し
た
。

ご
開
帳
法
要
で
は
檀
家
（
だ
ん
か
）

白石町

人口 男12,271人 女13,983人

◦吉祥天曼荼羅

稲佐山玉泉坊
稲佐英明住職

江北町

人口 男4,560人 女5,093人

◦がばい余暇クラブ発足

江北町のふれあい交流センター「ネイブル」の設立総会

佐賀市

人口 男111,533人 女124,604人

◦コンテナカフェ開店

気楽に寄ってきてくんしゃい！
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総
代
を
集
め
て
本
堂
で
読
経
を
挙
げ
、

地
域
の
宝
の
復
活
を
喜
ん
だ
。
県
立

博
物
館
・
美
術
館
の
竹
下
正
博
学
芸

員
は
「
中
世
の
吉
祥
天
曼
荼
羅
は
作

例
が
少
な
く
、
高
度
な
教
典
を
理
解

す
る
人
が
こ
の
地
域
に
い
た
と
推
測

さ
れ
る
」
と
解
説
。
稲
佐
住
職
は
「
保

存
は
県
に
お
願
い
す
る
が
、
定
期
的

に
法
要
を
行
い
大
事
に
守
り
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

24
日
の
一
般
公
開
で
は
町
文
化
財

担
当
者
の
解
説
も
予
定
し
て
い
る
。

◦
問
い
合
わ
せ
は
町
生
涯
学
習
課
、

電
話
０
９
５
２
（
８
４
）
７
１
２
９
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
５
月
23
日
更
新

「
吉
祥
天
曼
荼
羅
」

22
世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産

寒
鶯
亭
を
答
申

佐
賀
県
美
し
い
景
観
づ
く
り
審
議

会
（
伊
佐
淳
会
長
）
は
７
日
、
22
世

紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
に
多
久
市
西

渓
公
園
の
「
寒
鶯
（
か
ん
お
う
）
亭
」

を
古
川
知
事
に
答
申
し
た
。

寒
鶯
亭
は
、
多
久
町
出
身
の
炭
鉱

王
高
取
伊
好
（
た
か
と
り
こ
れ
よ
し
）

に
よ
っ
て
、
大
正
11
年
に
図
書
館
や

西
渓
公
園
と
と
も
に
村
の
公
会
堂
と

し
て
寄
贈
さ
れ
た
建
物
で
、
木
造
和

風
公
会
堂
建
築
の
好
例
と
し
て
国
の

登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

建
設
当
時
は
大
規
模
な
工
事
で
あ

り
、
村
民
の
た
め
の
社
会
事
業
の
側

面
も
あ
っ
た
と
い
う
。

学
問
の
家
系
に
生
ま
れ
た
伊
好
は
、

人
情
に
厚
く
、
文
化
・
教
育
・
社
会

事
業
に
多
額
の
寄
付
を
し
た
。
当
時

独
立
施
設
の
村
立
図
書
館
は
め
ず
ら

し
く
、
寒
鶯
亭
や
西
渓
公
園
と
合
わ

せ
、
小
さ
な
山
間
の
村
に
文
化
の
灯

を
と
も
し
た
い
と
い
う
伊
好
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
好
直
筆
に

よ
る
「
寒
鶯
待
春
」
の
書
が
寒
鶯
亭

の
名
の
由
来
で
あ
り
、
寒
鶯
と
は
冬

の
鶯
の
意
味
で
あ
る
。「
冬
の
間
、
鶯

は
春
に
備
え
て
一
生
懸
命
笹
鳴
き
を

し
、
春
に
美
し
い
声
を
出
し
一
人
前

の
鶯
と
な
る
。
多
久
の
人
々
も
一
人

前
の
人
物
と
し
て
世
に
出
る
た
め
、

こ
の
公
会
堂
で
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
図
書
館
に
付
設
さ
れ
た
赤

煉
瓦
造
り
の
書
庫
（
現
多
久
市
郷
土

資
料
館
書
庫
）
は
西
渓
公
園
内
に
現

存
し
、
寒
鶯
亭
と
と
も
に
建
設
に
は

杵
島
炭
鉱
の
技
師
が
数
多
く
携
わ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

県
で
は
今
週
中
に
も
認
定
す
る
方
針
。

❖
佐
賀
県
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
Ｈ
Ｐ

よ
り

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
１
年
２
月
８
日
更
新

佐
賀
は
武
雄
市
を
検
討
　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
立

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
社
長
は

25
日
、
東
京
都
内
で
記
者
会
見
し
、

佐
賀
な
ど
19
道
県
と
連
携
し
、
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
を
推
進
す

る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
」
を

７
月
に
設
立
す
る
と
発
表
し
た
。
佐

賀
県
の
古
川
康
知
事
は
、
同
社
が
建

設
計
画
を
進
め
る
大
規
模
太
陽
光
発

電
所（
※
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）に
つ
い
て
、

武
雄
市
東
川
登
町
へ
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
考
え
を
表
明
し
た
。

同
協
議
会
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
拡
大
に
向
け
た
情
報
交
換
の

ほ
か
、
国
な
ど
に
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
く
。
こ
れ
ま
で
佐
賀
や
北
海
道
、

埼
玉
な
ど
19
道
県
が
参
加
を
表
明
。

今
後
、
他
の
自
治
体
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
る
。

孫
社
長
は
会
見
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
量
に
占
め
る
太
陽
光
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
「
現
在
の
10
％

か
ら
10
年
後
に
30
％
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
必
要
」
と
指
摘
。
電
力
の
全
量
買

取
制
度
、
送
電
網
へ
の
接
続
義
務
、
耕

作
放
棄
地
な
ど
農
地
転
用
の
規
制
緩
和

の
必
要
性
を
強
調
し
「
普
及
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
提
唱
す
る
協
議
会
に
し
た

い
」
と
話
し
た
。

古
川
知
事
も
会
見
に
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
住
宅
用
太
陽
光

発
電
普
及
率
が
８
年
連
続
全
国
ト
ッ

プ
の
実
績
を
紹
介
し
た
上
で
、
今
後

は
事
業
所
用
や
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
を
表
明
。
具
体
的
に
は
、

武
雄
市
東
川
登
町
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

に
取
り
組
む
こ
と
で
武
雄
市
と
合
意

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

孫
社
長
は「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
を
や

り
た
い
」
と
し
て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

な
ど
の
事
業
に
連
結
売
上
高
約
３
兆

円
の
数
％
を
投
資
す
る
と
表
明
。
政

策
提
言
な
ど
を
行
う
協
議
会
と
は
別

に
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
事
業
」
と
し

て
取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

発
電
規
模
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
条
件
な
ど
を
み
な
が
ら
検
討

す
る
が
、
資
金
面
に
つ
い
て
は
「
各

県
の
財
政
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、

大
半
は
わ
れ
わ
れ
の
方
で
リ
ス
ク
を

取
っ
て
貢
献
し
た
い
」
と
し
た
。

古
川
知
事
は
同
日
の
臨
時
議
会
で
、

県
内
複
数
カ
所
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

設
置
を
進
め
る
方
針
を
表
明
。
孫
社

長
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
具
体
的
な

検
討
に
着
手
し
、
武
雄
市
の
ほ
か
、

佐
賀
市
か
ら
も
協
力
打
診
が
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
武
雄
市
は

候
補
地
と
し
て
旧
ミ
カ
ン
畑
を
提
案

す
る
考
え
で
、
古
川
知
事
は
「
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

規
模
で
本
格
的
導
入
が
可
能
か
実
証

し
た
い
」
と
述
べ
た
。
議
会
後
、
取

材
に
対
し
て
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ぜ
ひ
実
現
し

た
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
５
月
25
日
更
新

「
月
の
引
力
が
見
え
る
町
」

新
た
な
宇
宙
の
魅
力

「
月
の
引
力
が
見
え
る
町
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
藤

津
郡
太
良
町
の
名
が
つ
い
た
小
惑
星

が
誕
生
し
た
。
佐
賀
天
文
協
会
顧
問

の
山
田
義
弘
氏
（
63
）
が
、
名
前
の

つ
い
て
い
な
い
星
を
探
し
出
し
、
発

見
者
の
承
諾
を
得
て
「
太
良
町
（
Ｔ

ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｏ
・
６
１
９
７
）」
と
命

名
し
た
。
同
町
糸
岐
の
同
協
会
天
文

太良町

人口 男4,947人 女5,378人

◦小惑星「太良町」誕生

小惑星「太良町」誕生　佐賀天文協会顧問が命名

武雄市

人口 男24,405人 女27,093人

◦メガソーラー設立

多久市

人口 男10,353人 女11,745人

◦寒鶯亭を佐賀県遺産答申

寒鶯亭
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観
測
所
に
は
県
内
最
大
の
反
射
望
遠

鏡
が
設
置
さ
れ
、
８
日
が
初
公
開
。

お
披
露
目
の
場
で
「
太
良
町
」
命
名

も
報
告
さ
れ
る
。

小
惑
星「
太
良
町
」は
１
９
９
２
年
、

静
岡
県
の
浦
田
武
さ
ん
と
栃
木
県
の

伊
野
田
繁
さ
ん（
故
人
）が
発
見
し
た
。

火
星
と
木
星
の
間
に
あ
り
、
光
度
は

１
７
・
４
等
。
肉
眼
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。素
敵
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
持
つ
太
良
町
の
名
前
を
星
に
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
た
山
田
さ
ん
が

無
名
の
星
を
探
し
出
し
、
命
名
提
案

権
を
譲
り
受
け
た
。
３
月
に
国
際
天

文
学
会
な
ど
が
正
式
に
承
認
し
た
。

太
良
町
は
大
き
な
干
満
差
が
あ
る

有
明
海
に
面
し
て
い
る
。
潮
の
満
ち

干
き
に
は
月
の
引
力
が
関
係
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
月
の
引
力
が
見
え
る

町
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
山
田
さ
ん
は

「
太
良
は
星
や
宇
宙
の
魅
力
が
あ
ふ
れ

る
町
。
こ
れ
を
機
に
、
今
後
も
町
の

魅
力
を
伝
え
て
続
け
て
」
と
話
す
。

佐
賀
天
文
協
会
太
良
観
測
所
は
、

直
径
60
セ
ン
チ
の
反
射
望
遠
鏡
を
新

設
し
た
。
８
日
午
後
２
時
半
か
ら
記

念
式
典
、
同
７
時
か
ら
は
記
念
観
望

会
が
行
わ
れ
る
。
新
惑
星
「
太
良
町
」

は
新
設
望
遠
鏡
で
も
目
視
で
き
な
い

が
、
冷
却
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

て
確
認
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
。

❖
佐
賀
新
聞
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
よ

り
２
０
１
０
年
５
月
７
日
更
新

鳥
栖
市
重
文
、
新
た
に
２
件
　

縁
起
絵
と
千
手
観
音
像

鳥
栖
市
文
化
財
保
護
審
議
会
（
高

尾
平
良
会
長
）
は
、
牛
原
地
区
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
牛
原
香
椎
宮
縁
起
絵

（
か
し
い
ぐ
う
え
ん
ぎ
え
）
と
千
手
観

音
像
の
２
件
を
市
重
要
文
化
財
に
指

定
す
る
よ
う
、
同
市
教
委
に
答
申
し

た
。
市
の
指
定
重
要
文
化
財
は
23
件

に
な
る
。

牛
原
香
椎
宮
縁
起
絵
は
境
内
図
１

点
と
八
幡
縁
起
図
２
点
の
３
幅
か
ら

な
っ
て
い
る
。
境
内
図
は
現
在
の
香

椎
宮
と
ほ
ぼ
同
じ
景
観
が
描
か
れ
て

お
り
、
福
岡
在
住
の
絵
師
と
み
ら
れ

る
「
鵜
木
守
利
」
の
落
款
が
あ
っ
た
。

保
管
箱
に
は
享
保
10
（
１
７
２
５
）

年
、
庄
屋
の
磯
野
寿
延
と
孫
娘
美
須

が
願
主
と
な
っ
て
寄
進
さ
れ
た
と
書

か
れ
て
い
た
。
市
教
委
は
、
当
時
の

庄
屋
層
が
財
力
を
蓄
え
て
、
願
掛
け

に
伝
統
的
な
絵
画
を
使
っ
て
い
た
点

に
注
目
し
、
江
戸
中
期
の
平
穏
な
暮

ら
し
を
示
す
歴
史
的
な
資
料
と
し
て

評
価
し
て
い
る
。

千
手
観
音
像
は
高
さ
58
セ
ン
チ
。

制
作
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
均

整
の
と
れ
た
一
木
造
り
で
中
世
の
仏

師
に
よ
る
作
と
み
ら
れ
る
。
牛
原
町

の
集
落
で
代
々
管
理
さ
れ
て
き
た
。

１
９
８
７
年
に
は
脇
手
や
台
座
な
ど

大
規
模
な
補
修
が
さ
れ
て
い
る
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
５
月
23
日
更
新

地
域
催
し
活
用
へ

大
砲
完
成

み
や
き
町
で
地
域
お
こ
し
の
歴
史

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
る
成
富
兵
庫

茂
安
公
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
木

や
鋼
鉄
な
ど
を
使
っ
て
全
長
約
３
・
５

メ
ー
ト
ル
の
大
砲
を
完
成
さ
せ
た
。

空
砲
を
鳴
ら
す
仕
掛
け
も
施
し
て
お

り
、
地
域
の
催
し
な
ど
に
活
用
す
る
。

保
存
会
会
員
の
宮
原
宏
典
さ
ん

（
69
）
が
中
心
と
な
り
、
１
カ
月
ほ
ど

か
け
て
製
作
し
た
。
カ
ノ
ン
砲
の
模

型
を
参
考
に
し
な
が
ら
木
製
の
砲
台

や
古
物
の
車
輪
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
工
夫
。
砲
身
部
分
は
知
人
の
鉄
工

所
の
協
力
を
得
て
長
さ
２
メ
ー
ト
ル
、

直
径
20
セ
ン
チ
の
頑
丈
な
も
の
を
つ

く
っ
た
。
ガ
ス
を
使
っ
て
大
き
な
音

も
出
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
同
町
一
帯
を
治
め
て

い
た
白
石
鍋
島
家
の
初
代
領
主
鍋
島

直
弘
公
は
、
成
富
兵
庫
茂
安
公
の
養

子
で
、
大
砲
技
術
に
精
通
し
て
い
た

と
さ
れ
る
。
宮
原
さ
ん
は
「
今
回
の

砲
身
製
作
で
は
失
敗
も
経
験
し
、
先

人
た
ち
の
偉
大
さ
を
感
じ
た
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
使
い
、
歴
史
の
勉
強
に

少
し
で
も
役
立
て
ば
」
と
話
す
。

26
日
午
前
10
時
か
ら
、
同
町
の
白

石
神
社
で
「
初
発
式
」
を
開
き
、
２
、

３
度
空
砲
を
と
ど
ろ
か
せ
る
。
問
い

合
わ
せ
は
保
存
会
の
藤
永
さ
ん
、
電

話
０
９
０（
２
５
０
６
）２
７
８
５
へ
。

❖
佐
賀
新
聞
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

２
０
１
１
年
２
月
24
日
更
新

「
吉
野
ガ
ー
リ
ッ
ク
」

お
土
産
に
レ
シ
ピ
付
け
販
売

神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
は
特
産
化
を

目
指
す
ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク
「
吉
野

ガ
ー
リ
ッ
ク
」
を
観
光
客
向
け
の
土

産
品
と
し
て
売
り
出
す
。
特
注
の
化

粧
箱
に
丸
ご
と
１
個
と
レ
シ
ピ
集
を

入
れ
、
吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
な
ど
町

内
３
施
設
で
７
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
販

売
す
る
。

吉
野
ガ
ー
リ
ッ
ク
は
通
常
の
ニ
ン

ニ
ク
の
５
、６
倍
の
大
き
さ
。
に
お
い

成
分
の
ア
リ
シ
ン
が
通
常
の
半
分
程

度
と
少
な
く
、「
味
、
調
理
法
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
近
い
」（
同
町
農
林
課
）
と

い
う
。
適
し
た
料
理
が
通
常
の
ニ
ン

ニ
ク
と
異
な
る
た
め
、
レ
シ
ピ
集
を

作
成
。
カ
レ
ー
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
７

種
類
の
調
理
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

販
売
す
る
施
設
は
歴
史
公
園
の
ほ

か
、
道
の
駅
「
さ
ざ
ん
か
千
坊
館
」、

温
泉
施
設
「
山
茶
花
の
湯
」。
パ
ッ
ク

の
表
紙
に
は
吉
野
ガ
ー
リ
ッ
ク
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、吉
野
ヶ

里
遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
物
見
や

ぐ
ら
を
描
い
た
。
ニ
ン
ニ
ク
形
に
縁

取
っ
た
小
窓
か
ら
中
身
の
ニ
ン
ニ
ク

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
０
７

年
結
成
の
「
吉
野
ヶ
里
町
に
ん
に
く

部
会
」
に
所
属
す
る
農
家
９
人
が
共

同
で
生
産
し
て
い
る
。
関
東
、
関
西

の
飲
食
店
に
も
出
荷
し
て
お
り
、
今

年
は
昨
季
の
３
倍
に
あ
た
る
15
ト
ン

を
収
穫
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
も
取
得

し
た
。

町
農
林
課
は
「
大
阪
市
の
焼
肉
店

で
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
な
ど
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
、

特
産
品
化
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
話

す
。
１
パ
ッ
ク
１
０
５
０
円
。

◦
問
い
合
わ
せ
は
同
町
農
林
課
、
電

話
０
９
５
２
（
３
７
）
０
３
４
７
。

❖
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

吉野ヶ里町

人口 男7,860人 女8,343人

◦吉野ガーリック

化粧箱に入れ
土産品として
販売する吉野
ガーリック

みやき町

人口 男12,619人 女13,829人

◦大砲完成

宮原氏（左）と代表の藤永氏

鳥栖市

人口 男32,569人 女35,227人

◦重要文化財新たに2件
縁起絵と千手観音像

千手観音像

香
椎
宮
の
景
観
を
描
い
た

「
牛
原
香
椎
宮
縁
起
絵
」
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うなぎ料理・こい料理　味は天下逸品

TEL　551-1277・551-3663

グラバー邸

美女（心）揃いのお店です。お待ちしています。

田 川　き よ み

〒810-0801福岡市博多区中洲2丁目6-7
ジョイフルヤマモトビル４F
TEL 092-272-0864



福原学園学校法人

TEL　093-693-3083
FAX　093-691-6468
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博多 季楽

ＳＷ中洲川端駅ＳＷ天神駅

ＳＷ天神南駅

ランチ　　　1,300円～
ディナー　　3,000円～

ランチ　　　1,500円～
ディナー　　5,500円～
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本　　社／佐賀市天神１丁目4番3号	 0952-23-4144
福岡支店／福岡市早良区祖原21番2号	 092-821-3033
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新　規　入　会　者 （平成22年8月以降入会分）
氏　　　名 出　身　地 仕　　事　　先 紹　介　者

岡 城 　 守 佐 賀 市 中野建設㈱　福岡支店部長 嘉村　代表
末 石 藏 八 唐 津 市 ㈱キシヤ　代表取締役会長 鶴　理事
池 田 純 子 佐 賀 市 ㈱ＳＲＣ　社長 井原　茂　さん
井 上 芳 人 佐 賀 市 石丸正人　さん
高 田 正 明 太 良 町 九州産業大学　総務部施設課 無津呂　理事
松 尾 　 稔 鹿 島 市 関塾西日本開発㈱福岡営業所 小笠原　理事
山 下 京 子 佐 賀 市 菅原　理事
小 野 和 弘 白 石 町 グットライフ㈱　社長 中村　拓也　さん
山 本 直 介 佐 賀 市 日本旅行　天神支店　課長 森田　卓次　さん
伊 東 　 績 唐 津 市 ㈱LIXIL　主任 貞方　理事
藤 田 義 一 み や き 町 ㈱LIXIL　ビル営業部　チームリーダー 貞方　理事
陣 内 晋 作 小 城 市 パナソニックシステムネットワークス㈱　主任技師 鳥越昌彦　さん
高 尾 洋 香 鳥 栖 市 大塚製薬㈱　　係長 江越　支店長
松 隈 泰 啓 佐 賀 市 ㈱サルベイショナクト 鳥越昌彦　さん
井 原 　 茂 佐 賀 市 アオヤギ㈱　統括部長 鶴　理事
高 尾 吉 彦 鳥 栖 市 日立コンシューマ・マーケティング㈱　課長 森崎久行　さん
林 　 隆 彦 唐 津 市 ㈱キューデン・グットライフ福岡浄水　営業本部長 長野益徳　さん
富 永 周 行 嬉 野 市 福岡市市議会議員 永倉　会長
金 子 直 幹 唐 津 市 福岡トヨタ自動車㈱　取締役社長 金子　名誉会長　
中 里 達 男 唐 津 市 九州電力　福岡南営業所　副長 森崎久行　さん
田 中 孝 之 鹿 島 市 ㈱生研　　社長 自主入会
内 　 田 　 さ ゆ り 佐 賀 市
甲 斐 貴 子 白 石 町 プルデンシャル生命㈱ 酒見　理事
香 月 鶴 夫 佐 賀 市 西日本美若工業㈱　専務 無津呂　理事
本 多 一 男 佐 賀 市
畑 津 芳 憲 唐 津 市 ㈱畑津芳憲事務所　社長 原口静香　さん
山 口 敏 孝 嬉 野 市 プルデンシャル生命㈱ 酒見　理事
渡 口 　 潔 唐 津 市 福岡北九州高速道路公社　理事長 田中久也　さん
辻 　 田 　 耕 一 郎 鹿 島 市 ㈱東伸不動産　社長 菅原　理事
益 本 誠 一 佐 賀 市 萬年綜合法律事務所　　弁護士 嘉村　代表
溝 口 明 光 佐 賀 市
山 口 　 洋 福岡市社会福祉協議会　　講師 自主入会
田 嶋 正 彦 白 石 町 ㈱キューデンインフォコム　常務取締役 原　英生　さん
小 島 幸 弘 鳥 栖 市 ㈱安井建築設計事務所　主事
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